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2. ⾳響分野のDeep Tech
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基礎研究

芸術⼯学

⾳の信号処理

アルゴリズム

機能化＝IP化

社会実装

⼈類の進化

Audio Fingerprint
（⾳声フィンガープリント）

Audio Watermark
（⾳響透かし）

⾃動コンテンツ認識

コンテンツ時間検出

ブロードキャスト（⼀⻫同報）
デバイス制御

App＝配布

PoC

プロダクト化／
事業化深く

、絶
え間
ない

進化
のプ
ロセ
ス

カーブアウト
事業加速化
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3. 解決したい課題と背景

• SNSの普及と⽣成AIの急速な進化

• 偽・誤情報、ディープフェイクの拡散

• 情報社会インフラとしての課題
• 特に⾳声・映像を伴う情報の信頼性が問われており、

これはもはや技術課題を超え、社会インフラの課題
と考えられる



SNS事業者
最適化アルゴリズム

クリック
視聴回数
表⽰・閲覧数

エンゲージメント
「いいね」
滞在時間
シェア

アテンション
（注意・関⼼）

コンテンツ
（映像・⾳声）

広告収⼊

広告主

投稿者

消費者

エコーチェンバー
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4. アテンション・エコノミーの構造

フィルターバブル

⽣成AI



誤情報
Misinformation
・⽂脈の誤認
・誤って結合された情報

偽情報
Disinformation
・意図的に変更された
情報
・完全に捏造された
情報

事実と異なる
情報

有害な
情報

悪意ある情報
Malinformation
・機密情報のリーク
・ヘイトスピーチ

違法情報
・虚偽の事実の摘⽰による誹謗中傷（名誉毀損）
・虚偽・誇⼤広告（景表法・特商法等違反）
・犯罪の実⾏者を誘引（募集）する情報（職安法違反）
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5. 偽・誤情報とその対策

偽・誤情報等の相関とその対策

普及啓発

技術的対応

制度的対応
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6-1. Evixar Audio Forensics（略してEAF）

秒単位で「切り抜き、なりすまし等」の有無を視覚化
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6-2. Evixar Audio Forensics（略してEAF）

対象技術 ①
（⾳のハンコ検出）

対象技術 ②
（⽣⾝ vs 合成）

対象技術 ③
（⾳の指紋DB照合）
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7. 新規性・創造性

• 総務省の開発・実証事業に⼆期連続で採択（2024年度、
2025年度）

• オフバランスの競争優位（アルゴリズムと特許）
• 独⾃アルゴリズム（⾳響分野のDeep Tech）
• アルゴリズムはブラックボックスながら、⽤途・アプローチに

ついて特許出願中
• ⾳響透かし「真正性保証」（⾳のハンコ）
• ⾳響フィンガープリント「真偽判別」（⾳の指紋）



8-1. 技術的完成度（ニーズを叶え、新市場を創⽣する技術進化）

視聴測定

権利処理

検索
メタ

連動
グッズ

スマホ
app連動

スマホ
app連動

2013年

スマホ
app連動

2012年

2017年

2020年

2010年 市場参入

映画 スポーツ
ライブ・舞台

テレビ
放送

ラジオ
放送 楽曲

リアル
興⾏空間

アーカイブ

同期処理 ＝ 新市場

字幕
⾳声
ガイド

2015年 業界標準

2020年

コロナ後の新需要
ハイブリッド

コロナ後の新需要
ハイブリッド

2017年

2021年

2021年

放送／配信

メディア横断
組み込み機器対応

アクセシビリティ

2018年 他分野応用（防災）2016年 他分野応用（観光等）

対象となる
⾳声

スマホのマイク使⽤

Webブラウザ対応

偽・誤情報対策 2024年
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8-2. 技術的完成度

2024年度にケーブルテレビ局と⾏った実証スキーム
6ヶ⽉以上にわたって運⽤され、事故なく稼働 
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9-1. 2025年度〜の取り組み（⼀部）
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• 国際連携、国際標準
• C2PAなど国際的な取り組みとの連携
• 誰でも直感的に使えるようなUX
• シヤチハタ社との連携＝トラストサービスとし

てのソリューション展開
• 「⾳のハンコ」印鑑登録（実印／銀⾏印）
• 「⾳の指紋認証」公証⼈役場

• ⾳や声のコミュニケーションはメディアだ
けではない、電話やオンライン⾯談でも
偽・誤情報、本⼈なりすましは対策が急務
• 台湾通信キャリアとの連携



9-2. 2025年度〜の取り組み（⼀部）
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YouTube公式チャンネル

⾳響透かし技術で来歴情報等のIDを
埋め込んで配信

⾃治体（都道府県レベル）との実証スキーム

⼀般ユーザー

安⼼・安全な配信
（オリジナルから改ざんのないコンテン
ツであるという真正性保証）

X ID

• ⾃治体の発信情報に関する真正性保証



9-3. 2025年度〜の取り組み（⼀部）
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番組認証後、LINEに連携
特典映像などのコンテンツや
クーポン・ポイントなど提供
協賛パッケージを強化

• テレビ／ラジオ放送局への提案推進
• 導⼊インセンティブの設計・実証



10. まとめ

⾳の独⾃技術で、安⼼出来る社会をつくる

新しい情報インフラの提案
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